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水と CO2からエネルギー 人工光合成、樹脂原料も 大阪公立大学教授 天尾豊氏  2023/5/1 日経産業新聞より   

天尾教授らが開発した二酸化炭素からギ酸をつくる装置 

 

 

植物の光合成のように水と二酸化炭素（CO2）から水素などのエネルギー源を生み出す「人工光合成」の研究が進ん

でいる。大阪公立大学人工光合成研究センター所長の天尾豊教授は、住宅のエネルギーを賄うことを目標に触媒など

を開発する。2022 年には人工光合成の仕組みで樹脂原料を合成することに成功した。現在の研究状況について聞い

た。                                     

――水素を取り出せるギ酸を CO2からつくる研究を進めています。 

「水素は体積が大きく貯蔵にはコストがかかる。まずは体積が比較的小さくて合成しやすいギ酸に変換し、ギ酸を分

解して得る水素によって住宅 1 軒分のエネルギーを賄おうとしている。分解して出た CO2 は再びギ酸に変換すれ

ば、住宅の中でカーボンニュートラルが達成できる」 

――25 年の大阪・関西万博に出展します。 

「15 年から共同研究を進める飯田グループホールディングスと、沖縄県の宮古島に人工光合成だけでエネルギーを

まかなう実証用の住宅を建てている。新型コロナウイルス禍で中断しているが、23 年度中には実証実験を始める。

その成果を生かし、万博では飯田グループと大阪公立大が共同で出展するパビリオンで人工光合成の技術を紹介す

る」 

――実用化に向けた課題は。 

「コストの高さだ。当初は家 1 軒分のエネルギーをまかなうのに、（太陽光を集めるのに）サッカー場ほどの広さが

必要だった。触媒が改善され、一軒家の庭程度でできるようになった。ほかのエネルギーに比べるとまだ高価だ。た

だ、触媒自体も安価で耐久性の高い物質の研究が進みつつある。実用化に向けてコストは下がってくるはずだ」 

――樹脂原料の合成にも成功しています。 

植物が光合成で CO2 からでんぷんやブドウ糖をつくるように高分子の樹脂材料を合成できないか考えた。22 年以

降、生分解性樹脂の原料となるヒドロキシ酪酸やフマル酸の合成に成功した。どちらも今は石油由来で製造してい

る。特にヒドロキシ酪酸は排ガス程度の低い濃度の CO2 とアセトンから合成できた」 

――樹脂原料を作る利点は。 

「ヒドロキシ酪酸やフマル酸は分子一つあたりに使う炭素原子が CO2 より多いので、これらを原料にした樹脂が普

及すれば、森林のように樹脂中に長期間 CO2 を固定できる。廃棄の際に出る CO2 を回収してまた合成すれば、大気

中の CO2 が削減される」「今後はナイロンやポリエステルなど、合成繊維の原料にも広げたい。耐久性などのハー

ドルがあるが、どれだけ効率的に CO2 を結合できるか試していく」 

あまお・ゆたか 1997 年東京工業大学大学院博士課程修了。神奈川科学技術アカデミー専任研究員。大分大准教授な

どを経て、2013 年に大阪市立大教授。15 年から現職。 

 

平岡和矩のコメント 
 この新しい発見と早い段階の実用化に期待が大きくかかる。現在は、電気料金高騰で、各企業

が苦しみ、利益の消滅になりかねない現状を打破することが出来そうで、国を挙げて応援するべ

きと思います。そして、実用化が成功すれば、ノーベル賞にもノミネートされると信じます。 

夢テク研究所 
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不易流行の人的資本経営（４） 
 
 ここ最近、自然言語処理によって人間の言葉を理解し、それに応じた回答を自動生成することができる
対話型AI「ChatGPT」が話題になっています。株式会社 BizPatoによる調査結果では、使ったことがある人
は３２％、さらにその中で「会話をして遊ぶ」が３０％、「Google 検索代わりに使う」が２５％、「仕事のリサー
チ」が１９％とのことです。 
実は私もこの原稿を作成する際にも活用をしています。まず ChatGPT に「ChatGPT の進化が今後、企業
の人財開 
発にどのような影響を与えるのか？」を質問した結果の回答を以下に紹介します。 
 
１、ChatGPT がもたらす人財開発への影響 
 
（１）最適なトレーニングプログラムの作成 
 ChatGPT は、社員が保有するスキルや能力、業務内容などの情報を分析し、社員一人ひとりに最適なト
レーニングプログラムを自動的に作成することができます。これにより、社員が必要とするスキルを効率的
に習得できるようになります。 
 
（２）フィードバックの改善 
 ChatGPT は、社員のコミュニケーションデータを分析し、社員のコミュニケーション能力や表現力、意見
の出し方などを評価することができます。これにより、社員に対するフィードバックの質が向上し、社員の成
長を促進することができます。 
 
（３）タイムリーなアドバイスの提供 
 ChatGPT は、社員の業務に関連する情報や知識を自動的に抽出することができます。これにより、社員
に対してタイムリーなアドバイスを提供することができます。例えば、社員が困っている問題について、過去
の類似の問題がどのように解決されたかを把握し、社員に対して最適な解決策を提供することができます。 
 以上は ChatGPTによる回答ですが、私は上記に対して、（２）のコミュニケーションデータはメールの送受
信履歴、コラボレーションツールの利用履歴、社内報告や会議の議事録と言った日常のやり取りだけでな
く例えば上司等周囲の受け止め方やインストラクター等の評価、さらには企業理念から経営成果までの価
値創造フレームでトレースする取り組みを組み込まないと実効性は確保できないのではないかと考えます。 
 そして何よりも、ChatGPT導入によるリスクはないのか？これも ChatGPTに尋ねてみました。 
 
２、Chat GPT のリスクと対応策 
 主なリスクは「コンテンツの信頼性、ChatGPT による学習の過剰、プライバシー保護、人間のコミュニケー
ション能力の重要性」が挙げられました。そこで私はこの回答に対して温故知新の精神を再確認します。 
今から１３６年前の１８８７年に教育者の井上円了（１８５８－１９１９）が、多様な視点を育てる学問としての哲
学に注目し、哲学館を設立、それが後に東洋大学となりました。井上はその際に以下を警告しました。「思
い込みや偏見にとらわれることなく、自分の目で確かめ、自分の頭で考えることが不可欠である。客観的な
観察と主体的な思考にもとづいて世界をみつめなければならない。実体のない恐怖におびえたりせず、確
実に存在するものを信頼すること。」 
 つまり、気軽に対話型AIが活用出来るからと言ってそれに依存し、自分の目で観察し自分の考えを持つ
ということを怠ると、思い込みや偏見が残ったまま、フィルターを掛けたまま情報を鵜呑みにする、つまり確
証バイアスや正常化バイアスに陥ることになります。井上円了が１３０年以上前に警告したことを常に肝に
銘じて自分を鍛える、これが人的資本経営の根底になる思想だと考えます。 



〈楽しい実践心理学教室〉 
話せることは、宝だ、と信じて勇気を出し、コミュニケーションを楽しむべき参考

例です。話したくても声の出ない方がいることを考え、声の出ない方は、必死にコミ
ュニケーションをとる方法を探しだし、苦労して会得しています。人は、日頃、意識
せずにいますが、必要に迫られた時に初めて、要領よく話せるだろうか？と意識する
のです。 

コミュニケーションのつぼ、沈黙を打破するには 

東京国際大学客員教授 山本御稔 2023/4/3 付日経産業新聞 

ランニングを趣味とする方も多いだろう。ランチタイムにランニングする。帰宅後、夕飯の前

にランニング、あるいは朝、出社前にランニング。私たちはランニングが好きな国民性なのでは

ないだろうか。 

■走り出し 

 筆者の大学の運動部にはマラソンの先生がいる。その A 氏が言うには「ランニングをする時に

最も苦労するのは最初の一歩です」。最初の走り出しが難しいと言うのだ。どういうことだろ

う。マラソン大会であればスタート時に号令が鳴る。それに応じて走ればいい。しかし、ランニ

ングは個人ですることが多く、号令は鳴らない。「自分でよーいドン」とでも言うしかないが、

声を出すのは周囲に恥ずかしい。 号令は鳴らないので、とりあえず歩き始めるが、いつまでた

っても最初のランニングの一歩が出ずにだらだらと歩き続けてしまう。歩く距離が長いとそれな

りに疲れてしまい、結局、歩いたままで終わってしまう。こうなれば、ただの散歩だ。 

 A 氏は言う。「歩きからランニングにいきなり切り替えると、足に相当の負担がかかります。

負担で関節痛とか肉離れとか、最悪、筋断裂を起こしてしまいます。そうならないように歩きな

がら、少しずつ速足（はやあし）にします。ここで心はスピードを感じ取ります。そのまま、ど

んどん速足にします。 

 するともっとスピードが"欲しく"なり、同時に脳が『速足で歩くより走った方がましだよ』と

指令を出してくれます。その指令に基づいて走り出せばいいのです」 

歩きから速足にしながら、それなら走った方が楽だと脳が指令を出すというわけだ。歩くよりも

走った方が楽だ、つまり、心地よいという状況を作り出すことがランニングにつながると A 氏は

言うのだ。 さて、会議は小人数の場合もあれば、数十人が参加することもある。その会議で

は、当然のように対話がなされる。当たり前だ。参加者が対話してこそ会議の意義がある。 

■最初の一言出し 

 会議に参加するはいいのだが、最初の一言に困ることはないだろうか。例えば 10 人の参加者

がいる。最初は主宰者が話す。その後、沈黙が訪れる。沈黙に耐え切れずに誰かが返答し、対話

が進んでいくのだが、ここで問題なのはまだ話していない人が焦り始めることだ。「皆、話して

いるのに自分だけ話していない。でもまだ 5 人ぐらいは話していないから大丈夫だ」と油断して

いると、3 人ほどが矢継ぎ早に話す。残りは 2 人だ。自分は最後の 1 人にはなりたくない。「何

か話さなきゃ」と思うのだが、声が出ない。最初の一言への走り出しができないのだ。 

 この時に必要なのが A 氏の言う速足なのだ。会議が始まった段階から参加者は速足を意識する

のだ。話している内容を理解して、あるいはしなくとも「そうだね」「なるほど」といった言葉

を心で動かす。次に、小さくていいので声に出す。これが現実的な対話の速足だ。声出しという

速足を続ける。するとだんだん声出しだけではつらくなり、単なる声出しよりも楽で意義がある

発言につながるというわけだ。次回の会議でぜひ試していただきたい。 

 



《３月末から一挙に開放で、いろいろ行事が重なりました！！》 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４月は、行く先々、天候に恵まれ、感激の連続でございました。東広島の西条

市に 11 日~13 日まで、広島支部校友会のゴルフコンペにご招待があり、後輩と共
に参加しました。この町へは３回目、酒造メーカーが７社で、酒蔵巡りと今回
は、瀬戸内の小島がハート形をしていることで、人気のスポットとなっており、
近くの島より眺望しました。また、西条市に戻り美味しいお食事を頂き、充実の
３日間を過ごすことができました。この西条市は、スマートシティで、電線が全
て地下にあり、空には遮るものがない。大阪や東京では、これが出来ていない。
理由を聞くと地震があるから？と言い訳をする。その他の都市も同様である。 
では、東広島西条市は、地震がないのか？と訊ねたい。この小さい町に広島大

学と近畿大学があり、学生の町で活気があります。そして彼・彼女等は、酒蔵や
飲食店でアルバイトをして、生活費を稼いでいる。企業も人手不足を解消でき、
地方再生（創生）を見事に実現しています。皆様、是非、一度、見学され、都市
の在り方や未来を考え、また、美酒・美食に如何でしょうか？ さて、ようやく
コロナ禍も緩和され、当月８日が解禁となり、平岡の病院も解放されますが、但
し、当分は、身内のみで、２人まで、１０分間の面会でございます。従って、全
面開放は、まだまだ、先と成りそうです。許可が下り次第、この誌面と関係各社
様にご報告させて頂きます。あと暫くご容赦の程、お願い申し上げます。              
 
 
 
 

 

 

ご意見・ご感想をぜひお寄せ頂きます様、お待ち致しております。 

株式会社ケー・エス・ケー夢テク研究所 平岡外喜子 
連絡先 E メール ksk@yumeteku.com 

 

 

公園のコデマリ？が満開 

 
宝生流４月公演観劇 

女性の美、近代の日本画展、上村松園、伊藤深

水等々、よくぞ集めました、後輩の天門美術館 

西条の酒蔵ツアー、東広島からの箱庭のような瀬戸内とハートの島（干潟時のみ見えます）運が

必要です。当日は、午前１０時で、幸いに運に恵まれギリギリセーフでした。ラッキー！！ 


